
「もうたくさんです。どうか出
してやってください。」と言い
ました。「なあんだ、こんなん
でいいのか。」ゴーシュはセロ
を曲げて穴のところに手をあて
て、待っていましたら、間もな
く子供のねずみが出てきました
ゴーシュは、黙ってそれをおろ
してやりました。見るとすっか
り目をつぶってブルブル震えて
いました。「どうだったの。気
分はいいかい。子供のねずみは
少しも返事をしないで、まだし
ばらく目をつぶったままブルブ
ル震えていましたが、にわかに



起きあがって走りだしました。
「ああ、よくなったんだ。あり
がとうございます。ありがとう
ございます。」おっかさんのね
ずみも一緒に走っていましたが
まもなくゴーシュの前に戻って
きて、しきりにお辞儀をしなが
ら「ありがとうございます、あ
りがとうございます」と十ばか
り言いました。ゴーシュは何だ
かかわいそうになって「おい、
お前たちはパンは食べるのか」
と聞きました。すると野ねずみ
はビックリしたようにキョロキ
ョロあたりを見まわしてから、



「いえ、もうパンというものは
小麦の粉をこねたり、蒸したり
してこしらえたもので、ふくふ
く膨らんでいて、おいしいもの
だそうでございますが、そうで
なくても私どもはあなたのおう
ちから食べ物をいただいていま


